
 

 

12 月はクリスマスという事で、パワーリハビリではクリスマスツリ
ーの飾り付けとビンゴ大会を開催しました。ビンゴ大会では皆さん自分
の番号が呼ばれるかドキドキしながら真剣に番号とにらめっこ。ビンゴ
になった方へそれぞれプレゼントがあり、皆さん楽しく過ごされていま
した。まだまだこれから寒くなりますが、体調に気をつけながら運動を
行っていきましょう。 
 

 

 明けましておめでとうございます。 
 いまだコロナウイルスの影響は大きく、昨年も皆様にたくさんのご協
力をいただきました。本当にありがとうございました。昨年の１２月、
最後の行事として皆様に飾りつけをお願いしましたクリスマスツリーが
フロアの癒しとなっておりました。 
 2023 年もよろしくお願いいたします。 

 

当たるかな？ 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

職
員
一
同
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
二
〇
二
三
年
の
干
支
は
「
癸
卯(

み
ず
の
と･

う)

」で
す
。
干
支
は
古
来
、
未
来
を
探
る
た
め
の
手
段
と
し

て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
干
支
は
中
国
の
古
い
思
想
で
あ
る
「陰
陽
五
行
思
想
」を
礎
に
し
た
六
〇
年
周
期
で

循
環
す
る
暦
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
癸
卯
」は
、
「寒
気
が
緩
み
、
萌
芽

を
促
す
年
」に
な
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
停
滞
し
続
け
て
い
た
世
の
中
に
、
そ
ろ
そ
ろ
希
望
が
芽
吹

く
春
が
や
っ
て
き
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
卯(

う
さ
ぎ)

は
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
家
内

安
全
」。
ま
た
、
そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」「
向
上
」を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

卯
年
生
ま
れ
の
人
の
基
本
的
な
性
格
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
も
の
静
か
で
行
儀
が
よ
く
、

上
品
で
繊
細
な
と
こ
ろ
で
す
。
一
般
的
に
静
か
で
落
ち
着
い
た
生
活
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
対
人
関
係

に
お
い
て
は
、
争
い
ご
と
を
好
ま
な
い
平
和
主
義
者
な
の
で
、
周
り
の
意
見
を
上
手
く
調
停
す
る
聞
き
上
手

な
人
が
多
く
、
年
上
の
人
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
愛
嬌
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
自
分
の
こ
と
を

誰
よ
り
も
一
番
大
事
に
し
、
自
分
に
危
険
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
良
く
も
悪
く
も
保

身
的
と
言
え
ま
す
。
表
面
的
に
は
親
身
に
な
っ
て
人
の
相
談
や
悩
み
事
は
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
責
任
は
と
り

た
く
な
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。 

 

卯
年
生
ま
れ
の
有
名
人
は
、
今
か
ら
八
〇
〇
年
以
上
昔
の
平
安
末
期
、
武
家
の
一
門
に
生
ま
れ
た
親

子
、
源
義
朝
と
、
そ
の
二
人
の
息
子
、
源
頼
朝
と
弟
の
義
経
で
す
。
こ
の
三
人
が
、
い
ず
れ
も
卯
年
生
ま
れ
。

保
元
の
乱
で
武
名
を
馳
せ
た
父
の
義
朝
は
後
に
平
清
盛
に
敗
亡
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
ど
も
武

士
が
主
役
と
な
る
時
代
の
扉
を
開
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「ど
う
す
る
家
康
」
の
松
本

潤
さ
ん
演
じ
る
徳
川
家
康
は
、
自
信
家
で
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
の
寅
年
生
ま
れ
で
し
た
ね
。 

 

卯
年
に
つ
い
て
昭
和
以
降
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
九
六
三
年
一
一
月
に
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
が
テ
キ
サ
ス

州
ダ
ラ
ス
で
暗
殺
さ
れ
、
一
九
七
五
年
四
月
に
は
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
ま
し
た
。
一

九
八
二
年
四
月
に
国
鉄
が
分
割
・民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
七
社
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇

一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
も
卯
年
で
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
二
〇
二
二
年
も
感
染
拡
大
や
減
少
を

繰
り
返
し
つ
つ
二
〇
二
三
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
二
〇
二
三
年
こ
そ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
か
ら
脱
出
し
、
ウ
イ
ル
ス
と
本
格
的
に
共
存
す
る
時
代
へと
切
り
替
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
信
じ
た
い

も
の
で
す
。 

 

最
後
に
、
総
合
南
東
北
病
院
附
属
須
賀
川
診
療
所
は
、
脳
神
経
外
科
・
神
経
内
科
外
来
の
「診
療
部
門
」

と
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
部

門
」か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
所
時
よ
り
「
脳
神
経
専
門
の
診
療
所
」
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望

に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
年
も
職
員
一
同
、
皆
様
に
ご
満
足
頂
け
る
よ
う
心
が
け
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、 

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

所
長 

 
 

小
泉 

仁
一 

★２０２３年 年始の挨拶★ 
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